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No.�渡 り 鳥 ウ ォ ッ チ ン グ  i n  舳 倉 島

　 舳 倉 島 は 、 能 登 半 島 か ら 北 に 約 � � k m の 地 点 に あ る 離 島 （ 火 山 島 ） で す 。
周 囲 わ ず か � k m ほ ど の 小 さ な 島 に も か か わ ら ず 、 � � � 種 類 以 上 も の 野 鳥 が 観 察
さ れ て い ま す 。 石 川 県 全 体 で 記 録 さ れ て い る 野 鳥 は 約 � � � 種 類 な の で 、 舳 倉 島
に 行 け ば そ の � � ％ を 観 察 で き る 計 算 に な り ま す 。
　 ま た 、 舳 倉 島 は 渡 り 鳥 の 重 要 な 中 継 地 と な っ て お り 、 夏 鳥 や 冬 鳥 、 旅 鳥 な ど
様 々 な 渡 り 鳥 が や っ て 来 ま す 。 日 本 で 渡 り 鳥 と 分 類 さ れ る ほ と ん ど の 種 類 を
観 察 す る こ と が で き る の も 舳 倉 島 の 特 徴 と 言 え ま す 。
　 野 鳥 の 宝 庫 、 ま た 世 界 有 数 の 渡 り 鳥 の 交 差 点 と も 称 さ れ る 舳 倉 島 は 、 日 本 で
は 他 に 類 を 見 な い 絶 好 の バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ ス ポ ッ ト な の で す 。 こ こ で は 、
舳 倉 島 に お け る 渡 り 鳥 ウ ォ ッ チ ン グ の 魅 力 の 一 端 を ご 紹 介 し ま す 。

渡 り 鳥 た ち の 重 要 な 中 継 地 ・ 舳 倉 島

（ 写 真 提 供 ： 森 の 都 愛 鳥 会 ）

ブ ッ ポ ウ ソ ウ
全 長 約 � � c m 。 深 い 青 緑
色 を し た 美 し い 夏 鳥 で す 。
赤 い ク チ バ シ が 特 徴 。



コ ウ ラ イ ウ グ イ ス

夏 鳥

体 は 黒 っ ぽ い 茶 色 で 、 地 面 に
う ず く ま る と 、 そ れ が 保 護 色
に な っ て 中 々 見 つ か り ま せ ん 。

ヨ タ カ

旅 鳥

春 ・ 夏 に 日 本 に 飛 来 し 、 秋 に な る と 日 本 を 離 れ て 越 冬 地 に 移 動 す る 。
主 に 南 方 か ら 渡 来 し 、 日 本 で 繁 殖 （ 子 育 て ） を す る 。

写 真 提 供 ： 森 の 都 愛 鳥 会

全 長 約 � � c m 。 お 腹 は 白 色 で 、
背 中 は 茶 色 を し て い ま す 。 漢
字 で は 稚 児 百 舌 と 書 き ま す 。

チ ゴ モ ズ
オ ス は 全 身 が 赤 色 。 特 徴 的 な
形 の ク チ バ シ で 、 松 ぼ っ く り
を 開 い て 中 の 種 子 を 食 べ ま す 。

イ ス カ

舳 倉 島 へ の ア ク セ ス

漢 字 で は 高 麗 鶯 。 全 身 黄 色 の
鮮 や か な 色 を し た 鳥 。 舳 倉 島
に は 渡 り の 途 中 に 飛 来 し ま す 。

春 ・ 秋 の 移 動 の 途 中 に 、 日 本 に 立 ち 寄 る 。 主 に 北 方 で 繁 殖 （ 子 育 て ）
を 行 い 、 南 方 で 越 冬 す る 。

ツ バ メ チ ド リ
全 長 約 � � c m 。 体 は 灰 ～ 茶 色
で 、 ク チ バ シ の 根 本 は 赤 色 。
飛 ぶ 姿 が ツ バ メ に そ っ く り 。

キ タ ツ メ ナ ガ セ キ レ イ
全 長 約 � � c m 。 お 腹 は 鮮 や か
な 黄 色 で 、 背 中 は 深 緑 色 。 セ
キ レ イ 類 の 中 で は 爪 が 長 い 。

輪島市 能登町

珠洲市

舳倉島

� � k m

輪 島 港 か ら 舳 倉 島 港 へ の 定 期 船 が 運 行 し て
お り （ � 日 � 便 、 所 要 時 間 約 � 時 間 � � 分 ） 、
こ れ が 島 へ の 唯 一 の ア ク セ ス 方 法 に な っ て
い ま す 。
定 期 船 の 出 航 は 、 当 日 の 天 候 に 大 き く 左 右
さ れ る た め 、 強 風 な ど の 悪 天 候 の 場 合 は 船
が 欠 航 に な り ま す 。 島 を 訪 れ る 際 に は 注 意
が 必 要 で す 。

七ツ島
航路

（ 執 筆  嶋 田 敬 介 ）


